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3年生第2セッション

人によって

気持ちはちがうことを知ろう！

所要時間
45分

目的
１．気持ちにはいろいろなものがあることに気づかせる。

２．同じ場面でも人によって気持ちが違うことに気づかせる。

準備するもの

□フラッシュカード(｢ピア・サポート｣「なかま・友だち」｢ささえる・助ける｣「なかまや友だちどうしが、ささえ合い、助け合う」｢まわりの人を大切にする｣｢自分を大切にする｣「人はだれにでも、気持ちがある」「人によって気持ちはちがう」) 
□ポスター「3年生ピアの目標」

□模造紙①「今日の目標・学習の流れ」
□プリント１｢いろいろな気持ちを知ろう｣（児童数)

□プリント２｢こんなとき、どんな気持ち？｣（児童数)

□お助けカード

□第2回かくにんプリント（第2回ふりかえりプリントと両面印刷：児童数）
□第2回ふりかえりプリント（第2回かくにんプリントと両面印刷：児童数）

般化維持プログラム

□ポスター「いろいろな気持ち」

□チャレンジ・プリント（児童数）

□3年生ぴあぴあ新聞第2号（児童数）

児童の持ち物

□ピア・サポート・ファイル　　　　　　　　　

□筆記用具

□色鉛筆（最低1色あればよい）

参考文献
中野良顯・牧野昌美・B小学校教員. (2005). なんて言う？感情語. 上智大学ピア・サポート・プロジェクト・プログラム集2005年度B小学校編4年生本授業第2セッション授業台本. 未公刊.
	活動項目

(所要時間／累積時間:分)
	活動内容
	児童の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．導入(5分)

	ピア･サポートの言葉の復習

(2/2)

3年生の目標確認

(1/3)

前時の復習(2/5)


	· 今日は2回目のピア・サポートの授業です。始めに言葉の確認をしましょう。

1．ピア・サポートの目標

· ピア･サポートのピアは、どんな意味でしたか？

· そうですね。なかまとか友だちという意味でした。では、サポートはどんな意味でしたか？

· はい。ささえる、助けるという意味でした。

・ですから、2つの言葉を合わせると「なかまや友だちどうしが、ささえ合い、助け合う」という意味になりましたね。

・では、このような関係を作っていくために大切な2つのことは何でしたか？

· はい。「まわりの人を大切にする」ことと「自分を大切にする」ことでした。

・よく覚えていましたね。

2．３年生の目標確認
· では次に、3年生のピア･サポートの目標を思い出してみましょう。3年生の目標は何でしたか？
· そうですね。あそこに貼ってあります。大きな声で読んでみましょう。
→（一斉に音読させる）「気持ちに気づこう！」

3．気持ちについて１つめの学習を復習する

· そこで、この前の授業では、気持ちについて当たり前だけど、忘れがちな大切なことを１つ学習しました。
· どんなことでしたか？

· 前の授業では、先生の気持ちをあてるゲームをしましたね。先生にも気持ちがあると言うことを知ってもらいました。

· つまり、学んだ大切なことは、人はだれにでも、気持ちがあるということでした。読んでおきましょう。
· はい、今日はその誰にでもある気持ちの続きです。
	「なかま」「ともだち」

「支える」「助ける」

「まわりの人を大切にする」

「自分を大切にする」

「気もちに気づこう！」

「人はだれにでも、気持ちがある」

	●（あらかじめ掲示）フラッシュカード「ピア・サポート」「なかま・友だち」「ささえる・助ける」「なかまや友だちどうしが、ささえ合い、助け合う」

●フラッシュカード「まわりの人を大切にする」「自分を大切にする」

◇フラッシュカード掲示

●（あらかじめ掲示）ポスター「3年生ピアの目標」

●フラッシュカード「人はだれにでも、気持ちがある」
◇フラッシュカード提示


	2．今日の目標・学習の流れの説明(1分)

	説明(1/6)
	1．今日の目標の説明

· 今日の目標と流れを貼りました。まず目標をみなさんで一緒に読んでみましょう。
目　標：人によって気持ちはちがうことを知ろう！ 
2．今日の学習の流れの説明
· はい。では今日の学習の流れを説明します。

· ①「復習」のところは今、終わりました。今は②「今日の学習の説明」をしています。

· これから、今日も2つの活動をします。「いろいろな気持ちを知ろう」と「こんなとき、どんな気持ち？」です。
· 活動が終わったら、授業の「かくにん」をして、「ふりかえりプリント」に感想を書いて、終わりです。


	「人によって気持ちはちがうことを知ろう！」
	●（あらかじめ掲示）模造紙①「今日の目標・学習の流れ」



	3. 活動Ⅰ「いろいろな気持ちを知ろう」(15分)

	活動の説明(2/8)
活動(9/17)

全体シェアリング1(2/19)

全体シェアリング2とまとめ(2/21)


	1.いろいろな気持ちの言葉に触れる
· では、1つ目の活動に入ります。この前の授業で、いろいろな気持ちや顔が書いてあるカードを使いましたね。
・みなさんは、あのカードの気持ちを全部知っていましたか？
・今日の1つ目の活動では、その気持ちを１つ１つ確認してみます。今からプリントを配りますので、受け取ったら名前を書いて待っています。
→プリント１配付

· では、そこに書いてあることを読みましょう。

→問題文を読む。

・することはわかりましたか？では、早速始めましょう。まずは、知っている気持ちの（　）に○を書くことからです。時間は2分くらいです。始めましょう。

・（児童の様子を見て）○がつけられたら、今度は自分がよく感じる気持ち、自分がよく思う気持ちの顔に色を塗りましょう。１色で塗ってもいいし、お顔の色に塗ってもいいですよ。5分くらい取ります（最大7分程度）。
2.気持ちの言葉に注目する
・（児童の様子を見て）そろそろいいですか？では、①の問題の答えを確認します。○がつかない気持ち、つまり知らない気持ちがありましたか？
→手が挙がった言葉について、クラス全体でどんな意味なのかを話し合ってみる。
・気持ちにはいろいろな言葉があることがわかりましたか？

3．使用頻度に注目する

・では次に、②の問題です。みなさんが、よく感じる気持ちはどれだったでしょうか？発表をしてみましょう。

→手を挙げさせたり、個人で発表させたりする。
　周りの人との様子を見て、違いがあることに気づくように「これは多いね」「さっきと違う人が手を挙げているね」などと声かけをする。

4.この活動をまとめ、次の活動につなぐ

・気持ちはいろいろあるけれど、人によってよく（頻繁に）感じる気持ちと、あまり感じない（または、よく知らないだけかもしれない）気持ちがありますね。

	「使ったよ」

「知ってた」「だいたいわかる」「わかるけど使ったことがないのもある」
プリントを受け取る
プリントに記入する

プリントに色を塗る

ある児童は手を挙げる
発表する


	●プリント１「気持ち、知っている？」

◇プリント１配付

◇板書



	4. 活動Ⅱ「こんなとき、どんな気持ち？」(17分)

	本日の学習ポイント(2/23)
活動(10/33)

全体シェアリングとまとめ(5/38)

	1.今日の気持ちに関する大切な気づき
· では、2つ目の活動に入りましょう。ここからは、少し自分の頭の中で想像をしてみます。ある場面のようなとき、自分はどんな気持ちになるだろうか？ということをです。

・みなさんは今まで、わざわざ気持ちについて考えたことはなかったかもしれませんね。
· でも今日は「こんな場面に出会ったら、自分はどんな気持ちになるか？」と想像してみます。
・でも、想像してみる前に1つ今日も気持ちについての　　　　大切なことに気づきましょう。それは、　人によって気持ちはちがう ということです。

・1つ目の活動のときも、みなさんが色を塗った顔は人によって違いましたね。

・気持ちは人によって違います。同じ時でも、楽しいと感じる人もいれば、さみしいと感じている人もいます。

・ですから、今からある場面を想像するプリントをしますが、答が人によって違うのは当たり前です。同じ人もいれば違う人もいます。安心して、自分の感じたことを書きましょう。

・では、一度皆さんでこのことを読んでおきましょう。

→一斉に音読する。

2. 自分の気持ちを想像する

・ではプリントを配ります。受け取ったら名前を書いて待っています。
→プリント2配付

· いいですか？そこに書いてあることを読みます。

→問題文を読む。

・顔と気持ちの言葉はどちらを先に書いても構いません。１と２も思いつきやすそうな方から始めましょう。では、時間を7，8分取りますよ。どうぞ。
・（児童の様子を見て）プリント１の表情を参考にしても構いません。

· （児童の様子を見て）顔に色を塗ったりしてもいいですよ。
· （児童の様子を見て）書けた人から自分のプリントを友だちに見せて、どんな答えになったか話してみましょう。
3.全体シェアリング
・（全体の動きを止めて）では、ここから全員で話し合いをしましょう。座りますよ。

・では、まずは1つ目の「並んでいたら横入りされた｣方で、どんな顔を書いて、どんな気持ちを書いたか発表してくれる人、いますか？

→前で発表をさせる。プリントの顔が見えにくい場合にはサッと指導者が黒板に大きく真似て書く。
・いろいろな答えがありましたね。何かわかったことや気づいたことはありますか。
・人によって、いろんな気持ちがあるんだとわかりましたね。

4.まとめ

・前の授業で学習したように、気持ちは誰にでもあります。でも、そのときの感じ方は人によって同じこともあれば違うこともあるのですね。顔（表情）も言葉も同じこともあれば違うこともありますね。
・今日はそんなことに気づいていたら、いいです。

	「人によって気持ちはちがう」

プリントを受け取る

プリント記入

近くの人と見せ合ったり、立って他の人の答えを見に行ったりする

着席する

発表できる児童はする

	●プリント2「こんなとき、どんな気持ち？」

◇プリント2配付



	5.確認(2分)

	確認(2/40)

	· それでは、今日学習したことを確認します。「第2回かくにんプリント」を配ります。配られたら名前を書きましょう。

· 名前が書けたら、空いているところにどんな言葉が入るか、考えて書いてみましょう。

→（少し時間をおいてから）指導者が読みあげ、キーワード｢人｣「ちがう」を確認する。

	プリント記入
	●第2回かくにんプリント

◇第2回かくにんプリント配付

	6.ふりかえりプリントの記入(5分)

	ふりかえりプリント記入と回収、次回の予告(5/45)


	· では、かくにんプリントを裏返しましょう。「ふりかえりプリント」を書きます。

· では、そろそろ書き終わりましたか？

· 次回は、　月　日です。次の「気持ち」についての学習では、ちょっとしたお客さんが来ますよ。楽しみにしていましょう。

	ふりかえりプリント記入、提出
	●第2回ふりかえりプリント 
◇第2回ふりかえりプリント回収
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板書計画(案) 　　　　　　→あらかじめ掲示
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